
西
新
宿
七
丁
目
町
会
大
神
輿
修
繕
事
業

仲
下
睦
会

趣
　
意
　
書

　西
新
宿
七
丁
目
町
会
の
氏
神
、
成
子
天
神
社
の
祭
礼
と
し
て
毎
年
九
月
二
十
二
～
二
十
六

日
に
お
祭
り
を
行
っ
て
来
ま
し
た
。
二
十
三
日
に
は
大
・
中
・
小
・
大
太
鼓
の
渡
御
を
行
い

ま
す
。

こ
の
お
祭
り
に
は
新
宿
区
民
だ
け
で
は
な
く
多
く
の
地
域
か
ら
の
参
加
も
有
る
、
老
若
男
女

が
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
る
当
町
会
と
し
て
最
も
重
要
な
行
事
の
一
つ
で
す
。
大
正
時
代

か
ら
引
き
継
が
れ
て
い
る
大
変
由
緒
あ
る
お
神
輿
の
経
年
劣
化
が
ひ
ど
く
文
化
財
保
護
の
見

地
か
ら
も
修
繕
を
し
よ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
か
な
り
高
額
な
た
め
行
う
こ
と
が
今

ま
で
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
東
京
都
か
ら
の
助
成
金
が
降
り
る
と
い
う
事
で
、
町
会
は

じ
め
関
係
各
位
の
ご
賛
同
を
得
て
「
神
輿
修
繕
委
員
会
」
を
設
立
し
、
左
記
の
概
要
計
画
を

策
定
す
る
に
到
り
ま
し
た
。

計
画
の
概
要

一
、
事
業
の
目
的
　
西
新
宿
七
丁
目
町
会
大
神
輿
の
大
修
繕

一
、
着
工
予
定
　
　
令
和
四
年
一
二
月
（
預
け
入
り
済
）

一
、
完
成
予
定
　
　
令
和
五
年
　
九
月

一
、
費
用
概
算
　
　
大
神
輿
本
体
の
解
体
修
理
及
び
欠
損
品
補
充
　
約
九
〇
〇

万一
、
資
金
計
画
　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要
な
備
品
等
整
備
補
助
金  

二
五
〇
万

                

修
繕
積
立
金
（
仲
下
睦
会
）
　
　
　
　
　
　
　
　  

二
五
〇
万

　
　
　
　
　
　
　
　
総
代
・
町
会
役
員
・
会
員
・
協
賛
者
他
・
寄
付
金
　
　 

四
〇
〇
万

右
は
、
地
域
の
文
化
財
を
後
世
に
伝
え
る
一
大
事
業
と
位
置
づ
け
、
本
委
員
会
は
事
業
完

成
に
向
け
町
を
挙
げ
て
努
力
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
会
員
・
協
賛
者
各
位
に
は
趣
旨
を
ご

賢
察
の
上
、
ご
支
援
賜
り
ま
す
よ
う
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
五
年
四
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
輿
修
繕
委
員
会
　
　
会
長
　
滝
　
良
貞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
仲
下
睦
会
総
代
　
　
　
会
長
　
石
川
　
謙
一

　
　
　
　
　

総
代
　
会
田
友
太
郎  

　 

総
代
　
池
田
　
公
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
代
　
小
林
　
正
典 

　  

総
代
　
中
村
　
保
信

　
　
　
　
　
　
　  

　  

総
代
　
加
賀
谷
哲
男     

総
代
　
細
井
　
勲

 

総
代
　
伊
藤
　
雅
一

                    

　
　
　
　
　
　
　
西
新
宿
七
丁
目
町
会
役
員
一
同


